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論文審査の結果の要旨

高嶋一平君の博士論文について審査を行った。本博士論文において高嶋君は、 2つの異なる新しい

蛍光プローブのデザインを立案し、それぞれの蛍光センシング機構の解明、ならびに蛍光バイオイメ

ージングの応用を4章にわたってまとめた。

細胞内で生じる化学的イベントは細胞内の様々な分子が時空間的にダイナミックな濃度変動を生じる

ことで成立している。博士課程での研究において高嶋君は、細胞内での生体分子の挙動を蛍光可視化する

ことで簡便に解析可能な蛍光プローブの開発を実施した。従来、様々な蛍光プローブが開発されている

が、そのセンシングメカニス、ムには光誘起電子移動（PeT）など既存のメカニズムが多用されている。

蛍光プローブは蛍光 OFF-ON型ど蛍光レシオ型プローブに分別され、前者はターゲットの認識に伴

う1波長の蛍光強度変化を検出するため定量性に欠けるが、後者は2波長の蛍光強度変化（蛍光色の

変化）を検出するためより定量性の高い解析が可能である。本論文は、従来と異なる新たなセンシン

～、グメカニズムを見出し、これを応用した蛍光レシオ型プローブの開発について記述している。論文中

4章の中で、前半3章はAMcontact機構（arene・metalion contact機構）を用いた蛍光レシオ型プ

ローブの開発と応用について、後半1章はキサンテンの触媒的酸化反応を応用した蛍光レシオプロー

ブの開発と応用について記載している。審査において、論文中の研究データは豊富であり、博士論文

において主張する複数の新しい知見を裏付ける上で適切な内容であると判断された。また、提唱され

た蛍光センシングメカニズムは、新規であり基礎化学的な観点から、あるいはセンシング応用の観点

から価値あるものであると判断された。また、専攻分野（生体分析化学）及び関連分野（ケミカノレバ

イオロジー、超分子化学）について口頭による試問を行った。口頭試聞においては、新しく開発した

蛍光プロープのセンシング機構についての質問が多数を占めたが、いずれも現時点で分かつている知

見について適切な説明をすることで満足すべき回答が得られた。以上のことから、高嶋一平君のi等士

論文を博士（薬学）の学位に値すると認める。


